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RISHIRI
利尻島の玄関口、鴛泊港から
車で約15分。島の西側に位置
する利尻町沓形は、例年であれ
ばこの季節、多くの観光客で
賑わっているところですが、新
型コロナ感染症の影響を受け、
静かな夏を迎えていました。
そんな中にあっても力強く起
業した㈱群来留（クキル）は、
利尻島の旅の醍醐味を味わ
える一大拠点になりそうです。

町のシンボルである利尻岳（標高1721m）利尻島を旅する人と地元民の交流の場ともなっている、㈱群来留が展開する事業の一つ「BAR 1721」

RISHIRI

●美味さ段違い！島の恵みをダイレクトかつ
　豪快に楽しめる「BAR1721」の炙りコース
　関連ページ／北の経営者たち

●美味さ段違い！島の恵みをダイレクトかつ
　豪快に楽しめる「BAR1721」の炙りコース
　関連ページ／北の経営者たち

稚内市みどりスポーツパーク 新カーリング場オープン（稚内市）

㈱群来留（クキル）代表取締役 佐藤 和久さん（利尻町）

礼文島カフェめぐり（礼文町）

和洋創咲「いろは」（利尻富士町）

利尻島郷土史研究家 西谷 榮治さん（利尻町）

稚内警察署 仙法志駐在所 巡査部長 工藤 開陽さん（利尻町）

㈱思縁の「うまみオイルドレッシング」「利尻昆布酢うまみビネガー」（利尻町）
〈ガーリック＆ハーブ〉

稚内市みどりスポーツパーク 新カーリング場オープン（稚内市）

㈱群来留（クキル）代表取締役 佐藤 和久さん（利尻町）

礼文島カフェめぐり（礼文町）

和洋創咲「いろは」（利尻富士町）

利尻島郷土史研究家 西谷 榮治さん（利尻町）

稚内警察署 仙法志駐在所 巡査部長 工藤 開陽さん（利尻町）

㈱思縁の「うまみオイルドレッシング」「利尻昆布酢うまみビネガー」（利尻町）
〈ガーリック＆ハーブ〉

●美味さ段違い！島の恵みをダイレクトかつ
　豪快に楽しめる「BAR1721」の炙りコース
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床には利尻島の鉄平石が敷き詰められている世界の酒をラインナップ世界初！？の炙りBAR

スパイスカレーも格段に美味



　
カ
ー
リ
ン
グ
は
、
氷
上
で
行
わ
れ
る
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。
１
９
９
８
年
に
開
催
さ

れ
た
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
初
め
て
正
式

種
目
と
な
り
、
高
度
な
戦
略
が
必
要
と
さ

れ
、
頭
脳
的
な
理
詰
め
の
試
合
展
開
か
ら

「
氷
上
の
チ
ェ
ス
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
2
0
0
6
年
ト
リ
ノ
で
は
女
子

代
表
の
「
チ
ー
ム
青
森
」
の
全
試
合
が
国

内
で
中
継
さ
れ
、
7
位
入
賞
と
い
う
活
躍

を
見
せ
た
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る
カ
ー

リ
ン
グ
の
認
知
度
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
2
0
1
8
年

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
女
子
代
表
の

「
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
」（
北
見
市
）が
、
五
輪

初
と
な
る
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
試
合
の

休
憩
時
間
の
「
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
」
に
注

目
が
集
ま
っ
た
り
、
競
技
中
に
彼
女
た
ち

が
し
ば
し
ば
口
に
し
た
「
そ
だ
ね
ー
」
と

言
う
言
葉
は
、
そ
の
年
の
新
語
・
流
行
語

大
賞
（
ユ
ー
キ
ャ
ン
）
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
カ
ー
リ
ン
グ
旋
風
が

巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
カ
ー
リ
ン

グ
ブ
ー
ム
を
追
い
風
に
受
け
、
稚
内
に
新

カ
ー
リ
ン
グ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

■
N
P
O
法
人
稚
内
カ
ー
リ
ン
グ
協
会

　
富
田
会
長
に
聞
く

稚
内
の
カ
ー
リ
ン
グ
の
歴
史

　
市
民
の
方
も
稚
内
と
カ
ー
リ
ン
グ
の
関

わ
り
を
ご
存
じ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

稚
内
に
は
約
４０
年
の
カ
ー
リ
ン
グ
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
１
９
８
０
年
に
北
海
道
と

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
が
姉
妹
都
市
関

係
を
結
ん
だ
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
で
、
ス
ポ

ー
ツ
交
流
の
一
環
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
で
盛

ん
だ
っ
た
カ
ー
リ
ン
グ
を
日
本
で
広
め
よ

う
と
講
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
が
ウ
ォ

ー
リ
ー
・
ウ
ル
ス
リ
ア
ッ
ク
さ
ん
（
元
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
で
し
た
。
１
９
８
１

年
に
は
当
市
の
東
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
屋
外
リ
ン
ク
を
造
成
し
、
最
初
の
講
習

会
が
催
さ
れ
、
翌
１
９
８
２
年
に
は
「
国

内
初
の
屋
内
カ
ー
リ
ン
グ
場
」
が
開
設
さ

れ
、
ウ
ォ
ー
リ
ー
さ
ん
か
ら
受
け
た
指
導

と
カ
ー
リ
ン
グ
熱
は
瞬
く
間
に
こ
の
街
に

浸
透
し
、
カ
ー
リ
ン
グ
教
室
や
指
導
者
講

習
会
も
開
催
さ
れ
、
以
来
、
競
技
の
普
及

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
旧
カ
ー
リ
ン
グ
場
（
ノ
シ
ャ

ッ
プ
公
園
内
に
立
地
）
は
、
太
平
洋
戦
争

後
に
旧
米
軍
基
地
の
施
設
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
改
築
し

た
も
の
で
、
す
で
に
築
５０
年
以
上
が
経
過

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
内
で
し
た
が

毎
年
１１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
し
か
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
３
シ
ー
ト
あ
る
う
ち

２
シ
ー
ト
は
非
正
規
（
短
縮
）
シ
ー
ト
だ

っ
た
た
め
、
練
習
や
大
会
開
催
に
も
大
き

な
壁
と
な
っ
て
い
て
、
新
し
い
カ
ー
リ
ン

グ
場
の
建
設
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
旧
稚
内
大
谷
高
校
跡
を
利
用
し
た

「
稚
内
市
み
ど
り
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
」
構

想
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
た
だ
き
、
よ
う

や
く
今
年
の
５
月
３０
日
に
新
カ
ー
リ
ン
グ

場
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
シ
ー
ト
を
備
え
、
通
年
で
使
用
で
き
る

ホ
ー
ル
か
ら
、
再
び
稚
内
の
カ
ー
リ
ン
グ

の
歴
史
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

■（
公
社
）日
本
カ
ー
リ
ン
グ
協
会

　
貝
森
会
長
に
聞
く

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
稚
内
か
ら

　
日
本
の
カ
ー
リ
ン
グ
の
父
と
呼
ば
れ
る

ウ
ォ
ー
リ
ー
さ
ん
か
ら
稚
内
で
カ
ー
リ
ン

グ
の
指
導
を
受
け
た
一
人
で
す
。
ま
さ
か
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
カ
ー
リ
ン
グ
人
生
を
歩

む
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
本
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
の
会
長
を

お
引
き
受
け
し
７
年
。
先
頃
再
任
と
な
り
、

４
期
目
に
入
り
ま
し
た
が
、
協
会
事
務
局

は
東
京
に
あ
り
、
五
輪
や
世
界
大
会
で
の

金
メ
ダ
ル
獲
得
を
考
え
て
い
る
た
め
、
な

か
な
か
稚
内
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き

ず
、
富
田
会
長
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
ば

か
り
で
す
。
実
は
、
私
が
ウ
ォ
ー
リ
ー
さ

ん
か
ら
カ
ー
リ
ン
グ
を
学
ん
で
い
た
時
の

稚
内
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
の
会
長
だ
っ
た
の

が
、
現
在
の
富
田
会
長
の
お
父
様
（
富
田

勉
さ
ん
）
で
し
た
。
現
会
長
も
優
れ
た
現

役
の
シ
ニ
ア
選
手
（
１
９
８
６
年
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
）
で
す
が
、
稚
内
市
内
に
は
、

ほ
か
に
も
素
晴
ら
し
い
選
手
が
お
り
ま
す

し
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
は
メ
ン

バ
ー
入
り
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
２
名

の
強
化
選
手
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

北
海
道
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
兼
ア
ル

バ
ー
タ
杯
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
出
場
の
常
連

で
も
あ
る
「
チ
ー
ム
稚
内
」
、
ミ
ッ
ク
ス

の
「
稚
内
協
会
」
、
世
界
大
会
出
場
を
手

に
し
た
「
チ
ー
ム
北
海
道
」
で
も
活
躍
中

の
女
子
シ
ニ
ア
選
手
な
ど
な
ど
。

　
今
後
は
稚
内
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
を
中
心

に
Jr
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
学
校
教
育
で
の
取

組
み
や
稚
内
北
星
学
園
大
学
の
カ
ー
リ
ン

グ
特
待
生
、
北
海
道
タ
レ
ン
ト
ア
ス
リ
ー

ト
発
掘
・
育
成
事
業
、
強
化
指
定
チ
ー
ム

を
対
象
と
し
た
合
同
合
宿
な
ど
を
通
じ
て
、

近
い
将
来
稚
内
か
ら
未
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま

す
。
目
下
は
１１
月
予
定
の
「
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ア
ジ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
２
０
２
０

稚
内
大
会
」
の
開
催
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

夢
で
は
な
い。稚
内
か
ら
カ
�
リ
ン
グ
の

日
本
代
表
選
手
が
出
て
く
る
日
は
近
い。

稚
内
市
み
ど
り
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
中
核
施
設

新
カ
ー
リ
ン
グ
場
が
オ
ー
プ
ン
　

NPO法人
稚内カーリング協会
会長
富田　伸司さん
北海道カーリング協会
監事を兼任
https://w-curling.org/

現在約２０チームを有する稚内市は、
かねてからカーリングが盛んだった。
中でもチーム「稚内協会」は注目株！

武道場②剣道場
※杖道、居合道、空手も利用可
フローリング 約210㎡（約２１ｍ×約１０ｍ）
用具庫あり

武道場①柔道場　※空手も利用可
競技用畳 約２２０㎡
（約22ｍ×約10ｍ）
用具庫、競技用タイマーあり

武道場③アーチェリー場
※障がい者アーチェリーにも利用可
四脚 ２台設置
インドア射場18m

●その他の設備
各会議室（ダンスなどの練習
ができる鏡付き、大型プロジ
ェクター完備の会議室など）
●現在整備中
○多目的体育館（人工芝）
〈利用可能な種目〉
・フットサル・野球
・パークゴルフ・弓道
・ボルダリング
・運動会等のレクリエーション
　
稚内市みどりスポーツパーク
稚内市緑３丁目１４番１号
　 0162-73-4125

稚内市
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場
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
シ
ー
ト
を
備
え
、
通
年
で
使
用
で
き
る

ホ
ー
ル
か
ら
、
再
び
稚
内
の
カ
ー
リ
ン
グ

の
歴
史
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

■（
公
社
）日
本
カ
ー
リ
ン
グ
協
会

　
貝
森
会
長
に
聞
く

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
稚
内
か
ら

　
日
本
の
カ
ー
リ
ン
グ
の
父
と
呼
ば
れ
る

ウ
ォ
ー
リ
ー
さ
ん
か
ら
稚
内
で
カ
ー
リ
ン

グ
の
指
導
を
受
け
た
一
人
で
す
。
ま
さ
か
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
カ
ー
リ
ン
グ
人
生
を
歩

む
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
本
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
の
会
長
を

お
引
き
受
け
し
７
年
。
先
頃
再
任
と
な
り
、

４
期
目
に
入
り
ま
し
た
が
、
協
会
事
務
局

は
東
京
に
あ
り
、
五
輪
や
世
界
大
会
で
の

金
メ
ダ
ル
獲
得
を
考
え
て
い
る
た
め
、
な

か
な
か
稚
内
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き

ず
、
富
田
会
長
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
ば

か
り
で
す
。
実
は
、
私
が
ウ
ォ
ー
リ
ー
さ

ん
か
ら
カ
ー
リ
ン
グ
を
学
ん
で
い
た
時
の

稚
内
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
の
会
長
だ
っ
た
の

が
、
現
在
の
富
田
会
長
の
お
父
様
（
富
田

勉
さ
ん
）
で
し
た
。
現
会
長
も
優
れ
た
現

役
の
シ
ニ
ア
選
手
（
１
９
８
６
年
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
）
で
す
が
、
稚
内
市
内
に
は
、

ほ
か
に
も
素
晴
ら
し
い
選
手
が
お
り
ま
す

し
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
は
メ
ン

バ
ー
入
り
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
２
名

の
強
化
選
手
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

北
海
道
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
兼
ア
ル

バ
ー
タ
杯
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
出
場
の
常
連

で
も
あ
る
「
チ
ー
ム
稚
内
」
、
ミ
ッ
ク
ス

の
「
稚
内
協
会
」
、
世
界
大
会
出
場
を
手

に
し
た
「
チ
ー
ム
北
海
道
」
で
も
活
躍
中

の
女
子
シ
ニ
ア
選
手
な
ど
な
ど
。

　
今
後
は
稚
内
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
を
中
心

に
Jr
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
学
校
教
育
で
の
取

組
み
や
稚
内
北
星
学
園
大
学
の
カ
ー
リ
ン

グ
特
待
生
、
北
海
道
タ
レ
ン
ト
ア
ス
リ
ー

ト
発
掘
・
育
成
事
業
、
強
化
指
定
チ
ー
ム

を
対
象
と
し
た
合
同
合
宿
な
ど
を
通
じ
て
、

近
い
将
来
稚
内
か
ら
未
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま

す
。
目
下
は
１１
月
予
定
の
「
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ア
ジ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
２
０
２
０

稚
内
大
会
」
の
開
催
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（公社）日本カーリング協会
会長
貝森　輝幸さん
北海道カーリング協会
会長を兼任
http://www.curling.or.jp/

2020年5月30日、稚内市みどりスポーツパークに
オープンした新しいカーリング場

使用料の目安/団体一般１シート１時間1,400円、個人一般（午前・午後・夜間各）300円（学生料金あり）※消費税込み
用具のレンタルもあり、誰でも気軽に体験ができる。詳しくは http://wmsp.info/

▼2F観覧席

▲1Fコーチジャッジスペース
今後ここで、いくつもの国内大会、国際大会が開催される。

▲カーリングホール全景
上部カメラとモニターによりストーンの状況を見ることができる。

●開館時間／１０時００分
●閉館時間／２１時００分
●休館日／毎週月曜日、年末年始
●カーリングホール／４シート
●主な設備／コーチジャッジ控え室
　コーチジャッジスペース
　１F観覧席１６席
　試合観戦用モニター
　２F観覧席１８０席
　車椅子優先スペースあり
　トイレ、授乳室、ベビーベッド
　給湯、FreeWi-Fiなどを完備

屋内多目的運動施設
「稚内市みどりスポーツパーク」
　老若男女を問わず、障がいをお持ちの方も、
誰でもさまざまなスポーツに親しむ機会を与
えてくれる「稚内市みどりスポーツパーク」は、
カーリング場のほかに、アーチェリーや剣道、
柔道、野球、サッカー、パークゴルフ、室内レク
リエーションなどが楽しめる総合型スポーツ
施設。
　カーリング場に続き、すでに武道場も6月に
オープンし、10月予定の「屋内多目的体育館」
の完成が待たれています。

　カーリング場では、全道・全国規模の大会
が開催される予定となっており、11月の「稚内
市みどりスポーツパーク」のグランドオープン
の際には、国際大会である「パシフィックアジ
ア カーリング選手権大会」を開催予定です。

■今後のカーリング予定
　パシフィックアジア カーリング選手権
　2020 稚内大会
　令和2年11月７日（土）～11月14日（土） 完成予想図



1975年6月13日、利尻町生まれ。1993年4月、利尻町役場に勤務。
2018年12月、利尻町役場を退職し、翌20１９年4月、㈱群来留を設立。利尻山の自然ガイド業を開始。

2020年6月１日、「ゲストハウスいちななにーいち」「BAR 1721」をオープン。フィッシングガイド用の遊漁船「RISHIRI-1721」所有。

佐藤　和久さん
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新
進
気
鋭
の
経
営
者
は
元
公
務
員

　

生
粋
の
利
尻
町
生
ま
れ
の
利
尻
町
育

ち
。
町
の
高
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、

こ
の
島
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と

思
い
、
公
務
員
と
な
り
利
尻
町
役
場
に
。

教
育
委
員
会
を
皮
切
り
に
建
築
農
林
係

（
ま
ち
環
境
整
備
課
）、
水
産
係（
ま
ち
産

業
推
進
課
）
な
ど
、
ひ
と
通
り
の
職
務

を
経
験
し
た
の
ち
、
２
０
１
８
年
１２
月

３１
日
を
も
っ
て
依
願
退
職
。
最
後
の
役

職
は
、
も
っ
と
も
町
長
室
に
近
い
総
務

係
長
で
し
た
。

　

そ
ん
な
佐
藤
和
久
さ
ん
で
す
が
、
公

務
員
の
頃
か
ら
、
島
を
内
外
両
面
か
ら

見
る
視
点
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
あ
る
首
都
圏
の
国
立
大
学
の

学
生
が
利
尻
島
に
つ
い
て
論
文
を
書
こ

う
と
す
る
時
、
島
を
代
表
し
て
調
査
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
し
て
き
た
の
が

佐
藤
さ
ん
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て

も
有
名
で
世
界
を
旅
す
る
定
住
旅
行
家

が
、
鴛
泊
港
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
か
ら

降
り
て
き
た
時
も
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
笑
顔
で
迎
え
入
れ
る
の
は
彼
で
し

た
。
言
う
な
ら
ば
、
佐
藤
さ
ん
は
利
尻

島
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
フ
ロ
ン

ト
で
あ
り
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
よ
う

な
存
在
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
夏
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
や
む
な
く
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
踊
り
や
パ
レ
ー

ド
、
大
規
模
な
露
店
で
賑
わ
う
〝
利
尻

浮
島
ま
つ
り
〞

で
は
、
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
と
し

て
会
場
を
沸
か

せ
、
誰
よ
り
も

島
の
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
て

き
た
一
人
で
す
。

　
「
島
の
み
な
さ
ん
は
、
私
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
２５
年
間

勤
め
た
役
場
を
辞
め
る
時
も
〝
何
で

だ
？
ど
う
し
て
だ
？
〞
と
咎
め
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
、
む
し
ろ
〝
何
が
や
り
た

い
ん
だ
？
〞
と
、
色
ん
な
助
け
舟
を
出

し
て
く
れ
て
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
旅
行
が
大
好
き
で
、
色
ん

な
場
所
を
観
光
し
て
回
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
旅
先
で
の
現
地
の
人
た
ち
と
の

交
流
や
趣
味
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
で
、
様
々
な
リ
ゾ
ー
ト
地
や
自

然
豊
か
な
街
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
泊
ま

り
、
登
山
や
釣
り
な
ど
を
し
て
帰
っ
て

き
た
あ
る
日
、〝
あ
っ
、
自
分
が
や
り
た

か
っ
た
の
は
こ
れ
だ
！
〞
と
気
づ
き
、

よ
う
や
く
実
現
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
」

　

今
年
６
月
１
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
苦

い
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
佐
藤

さ
ん
が
経
営
す
る
利
尻
島
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
「
い
ち
な
な
に
ー
い
ち
」
は
、
お
そ

ら
く
島
内
一
の
格
安
宿
泊
施
設
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
単
な
る
安
宿
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
い
う
形
態
は
、
か

つ
て
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
な
ど
の
一
人

旅
向
け
の
安
宿
で
、
安
か
ろ
う
悪
か
ろ

う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ど
こ
か
に
つ
い

て
回
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

こ
に
は
、
そ
ん
な
印
象
は
あ
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
ベ
ッ
ド
周
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
最

小
限
で
す
が
、
無
限
の
楽
し
み
方
が
あ

り
そ
う
な
、
そ
ん
な
予
感
さ
え
し
ま
す
。

　
「
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う
い
う
ス
ペ
ー
ス

や
機
能
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
、
と
い
う

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
し
ま
し
た
。

旅
行
者
に
は
外
国
人
も
多
い
た
め
、
和

室
も
設
け
て
、
日
本
文
化
に
触
れ
て
も

ら
お
う
と
。
談
話
室
に
は
自
炊
が
で
き

る
よ
う
に
キ
ッ
チ
ン
を
付
け
て
、
間
取

り
を
広
め
に
し
人
と
人
と
の
繋
が
り
を

生
む
場
所
に
な

れ
ば
。
ト
イ
レ

や
シ
ャ
ワ
ー
室
、

洗
面
化
粧
台
は

清
潔
感
の
あ
る

最
新
の
も
の
を
。

さ
ら
に
、
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
に
お

酒
や
食
事
を
楽

し
ん
で
い
た
だ

い
て
、
世
界
中

探
し
て
も
利
尻

に
し
か
な
い
よ

う
な
食
文
化
の

魅
力
を
、
炙
り

B
A
R
で
提
供

で
き
た
ら
な
と
。
つ
い
で
に
自
分
が
ハ

マ
っ
て
る
薫
製
や
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
も

看
板
メ
ニ
ュ
ー
に
し
た
い
と
。
」
そ
う

し
て
、
古
民
家
風
居
酒
屋
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
『
B
A
R
１
７
２
１
』
も

併
設
し
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
業
・
飲
食
業
の
ほ
か
に
、
佐
藤

さ
ん
に
は
も
う
一
つ
別
の
顔
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
役
場
退
職
後
す
ぐ
に
始
め

た
自
然
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
。

　
「
外
か
ら
内
か
ら
色
ん
な
ふ
う
に
利
尻

を
見
て
き
ま
し
た
が
、
ど
こ
か
ら
帰
っ

て
き
て
も
実
感
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
〝
あ
ぁ
や
っ
ぱ
り
利
尻
は
い
い

な
〞〝
利
尻
が
大
好
き
だ
〞
と
い
う
単
純

な
こ
と
な
の
で
す
が
、
歳
を
と
れ
ば
と

る
ほ
ど（
現
在
４５
歳
）
、
利
尻
の
良
さ
が

分
か
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
最
大
の

も
の
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
恵
み
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
利
尻
岳
と
海
で
す
。

こ
の
場
所
で
登
山
や
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ

ー
（
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
で
は
な
く
自
然

の
山
に
登
頂
し
新
雪
の
中
を
滑
り
降
り

て
く
る
）
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
、
ボ
ー
ト
で
の
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
ガ
イ
ド
も
仕
事
に
し
よ
う
」
と
、
利

尻
の
カ
リ
ス
マ
ガ
イ
ド
で
あ
り
、
佐
藤

さ
ん
が
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
渡
邊
敏
哉

さ
ん
（
利
尻
自
然
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
、

ま
る
ぜ
ん
観
光
㈱
代
表
取
締
役
）
に
懇

意
に
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ガ
イ
ド

事
業
も
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
B
A
R
、
船
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
に
も
利
尻
岳
の
標
高
で
あ
る

〝
１
７
２
１
〞
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
利

尻
へ
の
こ
だ
わ
り
が
半
端
で
は
な
い
佐

藤
さ
ん
。
社
名
に
は
、
利
尻
島
の
歴
史

と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
鰊
漁
に
ち
な
ん

だ
言
葉
〝
群
来
〞
の
二
文
字
が
つ
い
て

い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
中
に
、
古

い
時
代
の
木
製
の
古
い
漁
具
が
再
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
箱
は
鰊
を
入

れ
て
背
負
い
加
工
場
ま
で
運
ぶ
道
具

「
も
っ
こ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
し
た
。

な
る
ほ
ど
、
佐
藤
さ
ん
は
そ
こ
ま
で
島

を
愛
し
て
い
る
の
か
。
新
し
く
起
業
し

た
ば
か
り
の
経
営
者
の
肩
に
乗
っ
た

「
も
っ
こ
」
は
、
ど
ん
な
宝
を
利
尻
島

に
運
ん
で
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

株
式
会
社 

群
来
留
｜
代
表
取
締
役

ア
ウ
ト
ド
ア・
ア
ク
テ
�
ビ
テ
�
と

段
違
い
に
美
味
し
い
島
グ
ル
メ
。

利
尻
島
の
旅
の
醍
醐
味
を
丸
ご
と
ど
う
ぞ
。

利
尻
町

佐
藤 

和
久
さ
ん

①社名の由来になっている鰊の群来（佐藤さんが今年、大磯で撮影）。
②「いちななにーいち」「１７２１」は、利尻岳の標高にちなんでいる。

遊漁船「RISHIRI-1721」
ヤマハ発動機 UF-23HT
全長6.27m 幅2.35m
エンジン：トーハツ ＭＤ50B×2機

K
U
K
I
R
U

●主な資格など
・日本山岳ガイド協会認定
　登山ガイドステージⅠ
・北海道山岳ガイド協会員
・利尻山岳会会員
・利尻バックカントリー
　ネットワーク会員
・利尻島スノーモービル
　適正利用協議会事務局
・小型船舶操縦士
・軟式野球審判員１級
（利尻町軟式野球連盟理事長）

尊敬する
渡邊敏

哉さん（
左）と

① ②



株式会社 群来留
利尻郡利尻町沓形字日出町50番地5     0163-84-2561　http://www.kukiru.com/
■事業内容／利尻島沓形ネイチャーガイドオフィス、フィッシングガイド、ゲストハウス、BAR、利尻昆布等の販売
■設立／2019年4月26日　■資本金／100万円　■スタッフ／5人（自然ガイド2人、ゲストハウス＆BAR 3人）

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

新
進
気
鋭
の
経
営
者
は
元
公
務
員

　

生
粋
の
利
尻
町
生
ま
れ
の
利
尻
町
育

ち
。
町
の
高
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、

こ
の
島
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と

思
い
、
公
務
員
と
な
り
利
尻
町
役
場
に
。

教
育
委
員
会
を
皮
切
り
に
建
築
農
林
係

（
ま
ち
環
境
整
備
課
）、
水
産
係（
ま
ち
産

業
推
進
課
）
な
ど
、
ひ
と
通
り
の
職
務

を
経
験
し
た
の
ち
、
２
０
１
８
年
１２
月

３１
日
を
も
っ
て
依
願
退
職
。
最
後
の
役

職
は
、
も
っ
と
も
町
長
室
に
近
い
総
務

係
長
で
し
た
。

　

そ
ん
な
佐
藤
和
久
さ
ん
で
す
が
、
公

務
員
の
頃
か
ら
、
島
を
内
外
両
面
か
ら

見
る
視
点
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
あ
る
首
都
圏
の
国
立
大
学
の

学
生
が
利
尻
島
に
つ
い
て
論
文
を
書
こ

う
と
す
る
時
、
島
を
代
表
し
て
調
査
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
し
て
き
た
の
が

佐
藤
さ
ん
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て

も
有
名
で
世
界
を
旅
す
る
定
住
旅
行
家

が
、
鴛
泊
港
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
か
ら

降
り
て
き
た
時
も
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
笑
顔
で
迎
え
入
れ
る
の
は
彼
で
し

た
。
言
う
な
ら
ば
、
佐
藤
さ
ん
は
利
尻

島
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
フ
ロ
ン

ト
で
あ
り
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
よ
う

な
存
在
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
夏
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
や
む
な
く
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
踊
り
や
パ
レ
ー

ド
、
大
規
模
な
露
店
で
賑
わ
う
〝
利
尻

浮
島
ま
つ
り
〞

で
は
、
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
と
し

て
会
場
を
沸
か

せ
、
誰
よ
り
も

島
の
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
て

き
た
一
人
で
す
。

　
「
島
の
み
な
さ
ん
は
、
私
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
２５
年
間

勤
め
た
役
場
を
辞
め
る
時
も
〝
何
で

だ
？
ど
う
し
て
だ
？
〞
と
咎
め
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
、
む
し
ろ
〝
何
が
や
り
た

い
ん
だ
？
〞
と
、
色
ん
な
助
け
舟
を
出

し
て
く
れ
て
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
旅
行
が
大
好
き
で
、
色
ん

な
場
所
を
観
光
し
て
回
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
旅
先
で
の
現
地
の
人
た
ち
と
の

交
流
や
趣
味
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
で
、
様
々
な
リ
ゾ
ー
ト
地
や
自

然
豊
か
な
街
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
泊
ま

り
、
登
山
や
釣
り
な
ど
を
し
て
帰
っ
て

き
た
あ
る
日
、〝
あ
っ
、
自
分
が
や
り
た

か
っ
た
の
は
こ
れ
だ
！
〞
と
気
づ
き
、

よ
う
や
く
実
現
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
」

　

今
年
６
月
１
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
苦

い
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
佐
藤

さ
ん
が
経
営
す
る
利
尻
島
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
「
い
ち
な
な
に
ー
い
ち
」
は
、
お
そ

ら
く
島
内
一
の
格
安
宿
泊
施
設
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
単
な
る
安
宿
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
い
う
形
態
は
、
か

つ
て
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
な
ど
の
一
人

旅
向
け
の
安
宿
で
、
安
か
ろ
う
悪
か
ろ

う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ど
こ
か
に
つ
い

て
回
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

こ
に
は
、
そ
ん
な
印
象
は
あ
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
ベ
ッ
ド
周
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
最

小
限
で
す
が
、
無
限
の
楽
し
み
方
が
あ

り
そ
う
な
、
そ
ん
な
予
感
さ
え
し
ま
す
。

　
「
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う
い
う
ス
ペ
ー
ス

や
機
能
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
、
と
い
う

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
し
ま
し
た
。

旅
行
者
に
は
外
国
人
も
多
い
た
め
、
和

室
も
設
け
て
、
日
本
文
化
に
触
れ
て
も

ら
お
う
と
。
談
話
室
に
は
自
炊
が
で
き

る
よ
う
に
キ
ッ
チ
ン
を
付
け
て
、
間
取

り
を
広
め
に
し
人
と
人
と
の
繋
が
り
を

生
む
場
所
に
な

れ
ば
。
ト
イ
レ

や
シ
ャ
ワ
ー
室
、

洗
面
化
粧
台
は

清
潔
感
の
あ
る

最
新
の
も
の
を
。

さ
ら
に
、
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
に
お

酒
や
食
事
を
楽

し
ん
で
い
た
だ

い
て
、
世
界
中

探
し
て
も
利
尻

に
し
か
な
い
よ

う
な
食
文
化
の

魅
力
を
、
炙
り

B
A
R
で
提
供

で
き
た
ら
な
と
。
つ
い
で
に
自
分
が
ハ

マ
っ
て
る
薫
製
や
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
も

看
板
メ
ニ
ュ
ー
に
し
た
い
と
。
」
そ
う

し
て
、
古
民
家
風
居
酒
屋
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
『
B
A
R
１
７
２
１
』
も

併
設
し
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
業
・
飲
食
業
の
ほ
か
に
、
佐
藤

さ
ん
に
は
も
う
一
つ
別
の
顔
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
役
場
退
職
後
す
ぐ
に
始
め

た
自
然
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
。

　
「
外
か
ら
内
か
ら
色
ん
な
ふ
う
に
利
尻

を
見
て
き
ま
し
た
が
、
ど
こ
か
ら
帰
っ

て
き
て
も
実
感
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
〝
あ
ぁ
や
っ
ぱ
り
利
尻
は
い
い

な
〞〝
利
尻
が
大
好
き
だ
〞
と
い
う
単
純

な
こ
と
な
の
で
す
が
、
歳
を
と
れ
ば
と

る
ほ
ど（
現
在
４５
歳
）
、
利
尻
の
良
さ
が

分
か
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
最
大
の

も
の
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
恵
み
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
利
尻
岳
と
海
で
す
。

こ
の
場
所
で
登
山
や
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ

ー
（
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
で
は
な
く
自
然

の
山
に
登
頂
し
新
雪
の
中
を
滑
り
降
り

て
く
る
）
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
、
ボ
ー
ト
で
の
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
ガ
イ
ド
も
仕
事
に
し
よ
う
」
と
、
利

尻
の
カ
リ
ス
マ
ガ
イ
ド
で
あ
り
、
佐
藤

さ
ん
が
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
渡
邊
敏
哉

さ
ん
（
利
尻
自
然
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
、

ま
る
ぜ
ん
観
光
㈱
代
表
取
締
役
）
に
懇

意
に
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ガ
イ
ド

事
業
も
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
B
A
R
、
船
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
に
も
利
尻
岳
の
標
高
で
あ
る

〝
１
７
２
１
〞
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
利

尻
へ
の
こ
だ
わ
り
が
半
端
で
は
な
い
佐

藤
さ
ん
。
社
名
に
は
、
利
尻
島
の
歴
史

と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
鰊
漁
に
ち
な
ん

だ
言
葉
〝
群
来
〞
の
二
文
字
が
つ
い
て

い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
中
に
、
古

い
時
代
の
木
製
の
古
い
漁
具
が
再
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
箱
は
鰊
を
入

れ
て
背
負
い
加
工
場
ま
で
運
ぶ
道
具

「
も
っ
こ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
し
た
。

な
る
ほ
ど
、
佐
藤
さ
ん
は
そ
こ
ま
で
島

を
愛
し
て
い
る
の
か
。
新
し
く
起
業
し

た
ば
か
り
の
経
営
者
の
肩
に
乗
っ
た

「
も
っ
こ
」
は
、
ど
ん
な
宝
を
利
尻
島

に
運
ん
で
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
春
も
鰊
の
群
来
が
あ
り
ま
し
た
。

美
し
い
エ
メ
ラ
ル
ド
な
海
を
作
っ
て
く
れ
た
鰊
に

背
中
を
押
さ
れ
ま
す
。

※BAR 1721については本誌表紙も参照してください。

利尻島ゲストハウス
海抜４ｍの山小屋

「いちななにーいち」

利尻島沓形に新しい形の宿泊施設が登場

カプセルホテル感覚で利用できる手頃な価
格の宿泊施設。利尻島観光をはじめ滞在型
のワーケーション、1泊2日の旅行から長期滞
在まで、幅広いニーズに対応します。（通年
営業）
●施設概要／チェックイン15:00～20:00、チェ
ックアウト9:00、鴛泊港フェリーターミナル・利
尻空港への送迎サービスあり（要予約）、シャワ
ールーム・冷蔵庫・電子レンジ（いずれも共同利
用）、鍵付きロッカー、駐車場、FreeWi-Fi完備

▲縦に広い独立した空間
のシングルタイプ。床下に
は大型スーツケースを収納
可能。
素泊り1名￥3,850～

▲4名まで利用可能。家族
やグループでの貸切も可
能なドミトリータイプ。
素泊り4名で利用した場合
1名￥2,800～
（いずれも消費税込み）

自炊キッチン付き談話室「りしり時間」

２階建て全１８室

ゲストハウスとBAR 1721の外観

シャワールーム 洗濯機も完備

地元民と旅行者の一期一会の場「BAR 1721」にて

所在地/利尻町沓形
字富士見町75番地

・利尻山登山プラン
・BAR 1721プラン
　などがあります。
・「どうみん割」に
　ついては直接お問
　い合わせください。

チェックイン後、到
着祝いにBAR1721
で乾杯！利尻礼文
の海鮮をはじめ、
ご当地グルメを楽
しめる炙りコース
は1人￥4,000円～

今
年
の
春
も
鰊
の
群
来
が
あ
り
ま
し
た
。

美
し
い
エ
メ
ラ
ル
ド
な
海
を
作
っ
て
く
れ
た
鰊
に

背
中
を
押
さ
れ
ま
す
。

※群来/春、産卵のために鰊の大群が海岸に押し寄せ、放卵放精によって海が乳白色に染まる現象。

（消費税込み）



礼文島カフェめぐり
島の新しい個性と出逢える旅

優しい笑顔で出迎えてくれるカフェのスタッフ。
３人とも島外出身者で、キッカケは様々ですが、みなさん礼文に魅了され長期滞在中。

絶景とともに味わいたい、それぞれの自慢の味。
礼文島に最近オープンした３つのカフェを訪ねました。

美
味
し
い
杉
屋
珈
琲
を
ど
う
ぞ
。

[C
a
fé
 R
u
-w
e
]礼

文
産
の
シ
ー
フ
ー
ド
を
ど
う
ぞ
。

[D
in
in
g
 C
a
fé
 

海]

自
家
製
の
ス
イ
ー
ツ
を
ど
う
ぞ
。

[K
a
n
a
ria
 C
A
F
E
]

美
味
し
い
杉
屋
珈
琲
を
ど
う
ぞ
。

[C
a
fé
 R
u
-w
e
]礼

文
産
の
シ
ー
フ
ー
ド
を
ど
う
ぞ
。

[D
in
in
g
 C
a
fé
 

海]

自
家
製
の
ス
イ
ー
ツ
を
ど
う
ぞ
。

[K
a
n
a
ria
 C
A
F
E
]

　

礼
文
島
の
玄
関
口
、香
深
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ル
そ
ば
に
立
地
し
て
い
る
た
め
、何
か
と
便
利

な
カ
フ
ェ
。現
在
、同
店
２
階
で
営
業
し
て
い
る

民
宿『
の
ん
の
』（
２
０
１
１
年
か
ら
）の
お
客
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た「
食
事
も
出
し
て
ほ
し

い
」と
い
う
期
待
に
応
え
て
の
オ
ー
プ
ン
。店
の

特
徴
は
コ
ー
ヒ
ー
が
美
味
し
い
こ
と
。札
幌
市
で

個
人
経
営
さ
れ
て
い
る『
杉
屋
珈
琲
』で
焙
煎
し

た
、深
煎
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
。苦
み
が

強
く
ビ
タ
ー
で
コ
ク
も
あ
り
、あ
と
か
ら
く
る
酸

味
も
絶
妙
。フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の『
武
ち
ゃ
ん

寿
司
』の
系
列
店
の
た
め
、う
に
丼
も
店
の
名
物

で
、気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
料
金
設
定
が
嬉
し
い
。

２０１９年5月10日
香深港フェリーターミナルそばにOPEN！

フェリーで礼文島香深港へ

北のカナリアパーク

礼文林道を越えて元地へ

船泊から最北のスコトン岬へ

Café Ru-we
〈カフェ・ルーウェ〉
フェリーターミナルから徒歩で約1分
●住所／礼文町大字香深村字ワウシ958-16
●電話／0163-85-7868
営業時間10:00～17:00
定休日（年中無休）
11月１日～３月31日まで冬期休業
https://www.instagram.com/ruwe.nonno/
全24席（カウンター4席・テーブル席20席）
駐車場なし

①オリーブグリーンの壁がモダン。地元のお客さんはビールや
　お酒とセットでおつまみをオーダーする場合が多いとか。
②ケーキセット（本日のケーキ￥400＋飲み物￥400～）
（ふんわりチョコチップケーキ・チーズケーキ・ガトーショコラなど）
③オーナーは漁師でもあり、自分で獲ってきた〝うに〟を提供。
・うに丼￥2,500・ミニうに丼￥1,500　※味噌汁付き
　※季節限定。※入荷状況により提供できない場合もあり。
④2階は民宿「のんの」。アイヌ語で花の意味。
⑤「ルーウェ」もアイヌ語。足跡、道というニュアンスの意味。
⑥オーナーの柳谷 裕司さん（武ちゃん寿司にいる場合が多い）

①

②

④ ⑤ ⑥

③

ケーキは日替わりのため
スタッフまで！

・ホットコーヒー￥400・エスプレッソ￥400
・ラテ各種￥500
・ハンバーグプレート￥1,000・とろろ牛すじカレー￥800

写真はミニうに丼。武ちゃん寿司と
同じ最高品質のうにが味わえる！



Detailed Map

カフェ・ルーウェ

カナリアカフェ

ダイニングカフェ海

お休み処 談

Kanaria
CAFE

●

北のカナリア
パーク●

 知床
 稲荷神社

ジンポー
フーズ
  ●

カナリアパークエリア

お休み処
談（DAN）

船泊エリア ●船泊
 マリン
 ストアー

●礼文町役場
  船泊支所

  ●

民宿
海憧

いっこん●

礼文島のカフェの魁
さきがけ

　

礼
文
島
唯
一
の
焼
肉
店
、
連
日
満
員
御
礼
の

『
番
屋
』の
二
代
目
が
、漁
師
と一
緒
に
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
た
元
地
に
あ
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
カ
フ
ェ
。と

に
か
く
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
素
晴
ら
し
く
、目
の
前

が
海
。コ
ン
パ
ク
ト
な
店
内
の
窓
か
ら
オ
ー
シ
ャ

ン
ビ
ュ
ー
を
楽
し
む
も
良
し
、ハ
ン
モ
ッ
ク
が
揺
れ

る
テ
ラ
ス
に
佇
む
の
も
良
し
。さ
ら
に
は
、メ
ニ
ュ

ー
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
、海
の
透
き
通
っ
た
青
に

魅
了
さ
れ
る
の
も
ま
た
良
し
。本
来
は
夜
の
デ
ィ

ナ
ー
タ
イ
ム
ま
で
の
営
業
の
と
こ
ろ
、新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
時
間
を
短
縮
し
て
の
営

業
。礼
文
島
ら
し
い
新
鮮
な
シ
ー
フ
ー
ド
を
使
っ

た
料
理
は
ど
れ
も
美
味
し
く
グ
レ
ー
ド
が
高
い
。

　

海
の
向
こ
う
に
利
尻
島
を
望
む
、絶
景
の
北

の
カ
ナ
リ
ア
パ
ー
ク
敷
地
内
に
あ
る
カ
フ
ェ
。言

わ
ず
と
知
れ
た
、吉
永
小
百
合
さ
ん
主
演
の
東

映
創
立
６０
周
年
記
念
作
品
、映
画『
北
の
カ
ナ

リ
ア
た
ち
』の
ロ
ケ
地
。観
光
客
が
少
な
い
コ
ロ
ナ

禍
で
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
が
、連
日
、予

想
外
に
地
元
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
夫
婦
に
人
気
を

集
め
て
い
る
。カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
の
は
島
を
代

表
す
る
宿
泊
施
設
の
一
つ
「
花
れ
ぶ
ん
」
の
若

女
将
。心
を
込
め
た
自
家
製
ス
イ
ー
ツ
は
、ど
れ

も
、と
こ
と
ん
原
材
料
と
手
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ

た
逸
品
。口
に
運
ぶ
と
、幸
せ
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

奏
で
ら
れ
る
よ
う
な
優
し
さ
に
満
ち
て
く
る
。

２０１９年３月10日
地蔵岩とメノウ浜が美しい元地にOPEN！

２０２０年６月１４日
北のカナリアパーク 園内にOPEN！

Dining
Café
海 礼文林道

新桃岩トンネル

元地神社●

地蔵岩
●

元地エリア

メノウ浜

Dining Café 海
〈ダイニングカフェ 海〉

Kanaria CAFE
〈カナリアカフェ〉Café

Ru-we

香深港
フェリー
ターミナル

礼文島温泉
うすうきの湯

番屋
●

武ちゃん
寿司

●

●

炉ばた
ちどり

香深エリア

新桃岩
トンネ

ル

２０１３年、礼文島初の喫茶店と
してオープンして以来、多くの観
光客に親しまれている、お休み
処 談。トレッキングでのひと休み
に、バスの時間待ちなどに利用し
てみては。挽き立て淹れ立ての
徳光珈琲（札幌市）をどうぞ。
●住所／礼文町船泊字大備
●電話／0163-87-2287
営業時間9:00～18:00（不定休）
コーヒー￥４００（浅・中・深煎りとも）
欧風ビーフカレー、スイーツも用意

オーナーの今進さん船泊市街地に立地

フェリーターミナルから車・宗谷バスで約10分
●住所／礼文町大字香深村字元地454-1
●電話／0163-85-7105
営業時間11:00～15:00
定休日（毎週月曜日）
https://www.facebook.com/diningcafeumi/
https://www.instagram.com/diningcafe_umi/
全15席（カウンター7席・テーブル席8席）
その他にテラスあり　駐車場あり

フェリーターミナルから車で約７分、徒歩約35分
●住所／礼文町香深村字フンベネフ6２1
　　　　北のカナリアパーク
●電話／0163-86-1177（花れぶん）
営業時間10:00～16:30／L.O.16:00
定休日（毎週火曜日）
https://twitter.com/kanariacafe_9
https://www.instagram.com/kanariacafe/
全24席（窓側テーブル席24席）
駐車場あり

①全席窓側が気持ちいい店内。
②自家製あんバターぱんSET￥700（ドリンクなし単品￥300）
　パンは天然酵母を使用。小麦粉は道産はるゆたか。
　生クリーム・バターももちろん道産。あんこの甘さとバター
　の塩気はまさに幸せのハーモニー。ぜひ一度お試しあれ！
③カナリアカフェ特製 小豆白玉サンデー￥750
　ソフトクリームには豊富牛乳を使用。十勝産の餡と白玉団子、
　礼文島産の天草で作った寒天との相性が抜群！
④礼文島産の天草。非常に手間ひまがかかる。⑤カフェ外観
⑥ロゴマーク・サイン⑦代表の久保 和夫さん（㈱やまじょう社長）

①居心地のいい木目の店内。黒看板の手書メニューが楽しい！
②漁師の佐藤さんがザルごと運んできた、獲れたての〝うに〟。
 ［うにの三大人気メニュー］・雲丹のクリームソースパスタ
  ・うにバターソースの和風オムライス・ミニうに丼
③ぼたん海老（礼文島産）のとまとソースパスタ￥1,500
　※ソースに海老ミソのクリーミーな旨さが。
④ホッケ（礼文産）バーガー￥700 ※一個でお腹がいっぱい！
⑤天気のいい日はテラスで
⑥相棒の元地在住の漁師、佐藤 芳行さん
⑦オーナーの三浦 智也さん（番屋にいる場合が多い）

①

② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦

①

② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦

分厚くてジューシーな
ホッケのフライに驚き！

１人前のパスタの量に対
して、海老のこの大きさ！

鮮やかなオレンジ色の
エゾバフンウニ

毎日一つずつ我が子に
食べさせるように愛情
を込めて作られている

・コーヒー（HOT/ICE）￥400・タピオカ各種￥450
・かつ丼￥800
・海Cafe風スープカレー￥1,200
・PIZZA各種￥1,500

・コーヒー（HOT）￥500/（ICE）￥550
・自家製レモンソーダ￥600
・岩見沢産ブルーベリーとバナナのスムージー￥700
・ソフトクリーム￥350

▲ジャスト・ナウVol.93（2013年8月発行）
　マチコミクチコミ取材班 掲載

※各店表示価格はいずれも消費税込み



■利尻富士町鴛泊字本町71－1
■0163-82-1077
■17：00～2２：00 （L.O. 21:０0）
■木曜日
■カウンター６席　テーブル２卓
　小上がり３卓　計３６席
■対応　電話予約のこと　

※表示価格はいずれも消費税込み

東
京
、横
浜
で
修
業
し
U
タ
ー
ン

　
「
利
尻
富
士
町
生
ま
れ
で
、
高
校

卒
業
後
に
島
を
離
れ
、
東
京
都
内
や

神
奈
川
県
の
お
店
で
修
業
を
積
み

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
自
分

の
店
を
ふ
る
さ
と
で
持
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
で
き
る
だ

け
短
期
間
で
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
料

理
を
勉
強
し
よ
う
と
思
い
、
和
食
屋

を
中
心
に
、
居
酒
屋
、
イ
タ
リ
ア
ン

の
お
店
、
焼
肉
店
に
も
勤
め
ま
し
た
。

開
店
し
て
今
年
の
５
月
で
丸
２
年
に

な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
っ
て
、
昨

今
は
営
業
時
間
や
メ
ニ
ュ
ー
も
変
更

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
」

う
に
以
外
に
食
べ
て
ほ
し
い
も
の

　
「
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
に

〝
本
日
の
お
す
す
め
〞
、
観
光
の
方

も
来
店
さ
れ
る
た
め
〝
利
尻
島
産
メ

ニ
ュ
ー
〞
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

一
言
で
言
い
ま
す
と
観
光
の
方
の
お

目
当
て
は
〝
う
に
〞
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
島
に
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
外
に
も
沢
山
美
味
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
タ
コ
、
ホ
タ

テ
、
ホ
ッ
ケ
な
ど
も
島
の
も
の
は
格

別
の
旨
さ
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
食
べ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
地
の
物
を
食
べ
慣

れ
て
い
る
地
域
の
お
客
さ
ま
に
は
、

島
内
で
は
な
か
な
か
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
い
子
牛
の
厚
切
り
タ
ン
ス

テ
ー
キ
や
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー
ズ
の

ア
ヒ
ー
ジ
ョ
な
ど
も
好
評
で
す
。
」

島
を
活
気
づ
け
る
店
で
あ
り
た
い

　
「
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
若
い
で
す
か

ら
、
島
を
活
気
づ
け
ら
れ
る
店
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
利
尻
富

士
町
も
飲
食
店
経
営
者
は
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
そ
の
人
た
ち
が

引
退
し
て
し
ま
う
と
、
こ
の
業
界
も

衰
退
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

自
分
た
ち
が
頑
張
る
こ

と
で
、
周
り
の
人
も
一

緒
に〝
頑
張
ろ
う
〞っ
て
い

う
気
持
ち
に
な
っ
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
」

観
光
の
人
に
も
地
元
の
人
に
も
愛
さ
れ
る
。

美
味
し
い
料
理
に
つ
い
話
が
咲
き
、笑
顔
が
咲
く
店
。

利
尻
富
士
町
の
和
洋
創
咲「
い
ろ
は
」

主なメニュー
■刻み茎わさび400円　■しらすサラダ900円　■刺身3点盛1,500円　■旬魚のカルパッチョ1,500円
■〆サバ刺550円　■とり唐揚げ800円　■とり串400円　■豚串450円　■カマンベールチーズのアヒージョ1,500円
■鮭ハラス焼き1,000円　■モッツァレラチーズフライ1,000円　■季節のシャーベット400円
■生ビール550円　■日本酒（各種地酒）一合650円～　■焼酎（各種芋・麦）グラス550円～/ボトル4,000円～
■ウイスキー・竹鶴800円/余市900円ほか　■ワイン（赤・白）グラス600円～/ボトル4,000円～
■酎ハイ・サワー系500円～　■カクテル600円　■果実酒600円～　■ソフトドリンク350円

宴

和洋創咲「いろは」
オーナー・料理人 佐藤 雄河さん

ホタテとミズタコは島もの。うにの漁期は６月から始まりますが、
質を重視する「いろは」での提供は７月～8月は長くてもお盆まで。

地元の糀屋商店さんのものを使った「たちかま」は、島の人にも
大人気。スケトウダラの白子を〝かまぼこ〟にした最高の珍味です。

たちかまバター900円
利尻島の究極の珍味

観光客におすすめなのが、シンプルな〝ほっけ〟の一夜干し。肉厚
で甘みもあり、一皿で大満足。うなる美味しさにご飯が欲しくなる。

ほっけの開き1,200円
これぞ利尻島の自慢の味

刺身5点盛り合せ2,300円・うに刺1,800円
これで１人前

セイコーマート
利尻レンタカー

稚内しんきん
利尻富士支店

和洋創咲
「いろは」

ENEOS

料理を食べてもらうことで話が咲く、笑顔が咲く、そんな店でありたいと。そのため「いろは」では創作のことを創咲と書く。



●1954年11月 利尻町沓形生ま
れ●1977年 利尻町教育委員会
勤務●1980年 学芸員として利
尻町立博物館に勤務。以後35年
勤務し、2015年 定年退職●現在、
ネット上に「個立利尻Ｄしま博物
館」を開設し、島の情報を発信中。

西谷　榮治さん（65）

利尻島郷土史研究家
元 利尻町立博物館 学芸課長

「自らの道を自ら切り開く」
Ranald MacDonaldの研究

東
京
へ
出
て
初
め
て
利
尻
島
を
知
る

　
「
利
尻
高
校
を
卒
業
し
た
私
は
働

き
な
が
ら
東
京
の
國
學
院
大
學
へ
入

学
し
、
痛
烈
に
思
い
知
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
は〝
利
尻
島
の
歴
史

を
知
ら
な
い
〞と
い
う
こ
と
で
し
た
。

大
学
の
先
生
が
言
う
に
は
『
利
尻
島

に
は
縄
文
時
代
は
あ
る
け
れ
ど
も
弥

生
時
代
は
な
い
』で
あ
る
と
か
、『
古

墳
時
代
、
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代
も

な
い
』と
…
。ど
う
や
ら
利
尻
島
に
は
、

高
校
ま
で
の
授
業
で
習
う
日
本
史
と

は
違
う
独
自
の
歴
史
が
あ
り
そ
う
で
、

お
お
い
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。

考
古
学
を
専
攻
し
て
い
た
た
め
利
尻

島
の
続
縄
文
文
化
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
文

化
を
探
る
う
ち
に
、
す
っ
か
り
こ
の

島
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
、
東
京
か
ら

故
郷
の
歴
史
を
学
び
、
思
い
を
巡
ら

せ
た
も
の
で
す
。
今
で
も
調
べ
れ
ば

調
べ
る
ほ
ど
面
白
く
、
こ
こ
か
ら
世

界
史
や
日
本
史
も
見
え
て
き
ま
す
。」

麒
麟
獅
子
の
伝
承
と
島
文
化
の
創
造

　
「
そ
ん
な
わ
け
で
卒
論
テ
ー
マ
も

利
尻
島
で
し
た
が
、
卒
業
時
の
春
に

島
内
の
亦
稚
貝
塚
遺
跡
の
発
掘
調
査

に
加
わ
り
、
そ
れ
が
縁
と
な
っ
て
、

利
尻
町
に
博
物
館
を
つ
く
る
計
画
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
運
良
く
島
に
戻

る
こ
と
が
で
き
、
以
後
、
学
芸
員
と

し
て
３５
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

定
年
退
職
し
、
博
物
館
業
務
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
私
個
人
の
業
務
は
終

わ
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、

引
き
続
き
利
尻
島
の
歴
史
を
調
査
す

る
な
か
で
、
島
と
島
民
の
み
な
さ
ん

へ
の
恩
返
し
と
な
る
よ
う
、
主
に
２

つ
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
目
的
は
〝
島
の
歴
史
を
島
の

未
来
へ
つ
な
ぐ
〞
た
め
で
す
。

　
一
つ
は
利
尻
島
の
長
浜
地
区
に
伝

わ
る
麒
麟
獅
子
の
研
究
と
伝
承
で
す
。

鳥
取
県
か
ら
伝
わ
っ
た
郷
土
芸
能
を
、

約
百
年
の
時
を
経
て
２
０
０
４
年
に

長
浜
神
社
境
内
で
復
活
し
、
利
尻
島

に
山
と
海
の
恵
み
と
幸
せ
が
沢
山
訪

れ
る
こ
と
を
願
い
舞
っ
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。」

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
意
志
を
次
世
代
へ

　
「
あ
る
時
、
博
物
館
に『
１
８
４
８

年
に
鎖
国
の
日
本
に
入
る
た
め
に
利

尻
島
に
上
陸
し
た
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
に
つ
い
て
』
の
照
会
が
あ

り
ま
し
た
。
知
ら
な
い
史
実
で
し
た
。

し
か
し
そ
れ
を
キ
ッ
カ
ケ
に
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
も
私
の
研
究
テ
ー
マ
に
加

わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
捕
鯨
船
に
便
乗
し
、
日
本
海
で

小
舟
に
乗
り
移
り
、
漂
流
民
を
装
い

利
尻
島
ま
で
や
っ
て
来
る
の
で
す
が
、

従
来
の
定
説
で
は
彼
が
一
番
最
初
に

上
陸
し
た
の
は
焼
尻
島
（
羽
幌
町
）

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

文
献
を
調
べ
る
う
ち
に
、
記
述
と
地

図
と
の
整
合
性
が
取
れ
な
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。そ
こ
で『
嘉
永
元
年

に
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
上

陸
し
た
焼
尻
島
に
つ
い
て
の
疑
問
』

と
い
う
論
文
を
北
海
道
史
研
究
協
議

会
（
会
報
第
１
０
３
号
２
０
１
８
年

１２
月
２５
日
）
に
発
表
し
、
焼
尻
島
で

は
な
く
礼
文
島
の
海
驢
島（
ト
ド
島
）

へ
上
陸
し
、
利
尻
島
へ
向
か
っ
た
と

結
論
づ
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
を
研
究
し
て
面
白
い
と
思
う

こ
と
は
、彼
の
生
い
立
ち（
父
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
人
、
母
は
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）

や
生
き
方
、
あ
る
い
は
利
尻
島
を
通

し
て
、
世
界
史
や
日
本
史
が
見
え
て

く
る
こ
と
で
す
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ

の
捕
鯨
漁
の
歴
史
も
見
え
て
き
ま
す

し
、
鎖
国
中
の
日
本
の
姿
も
。
一
例

で
言
い
ま
す
と
、
来
島
後
、
松
前
藩

に
捕
え
ら
れ
た
彼
は
長
崎
で
幽
閉
さ

れ
、
取
り
調
べ
を
受
け
る
の
で
す
が
、

そ
こ
で
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
に
日
本

で
初
め
て
英
語
を
教
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
時
に
教
え
を
受
け
た

一
人
が
６
年
後
、
黒
船
で
来
航
し
た

ペ
リ
ー
の
通
詞
と
な
る
な
ど
、
近
代

日
本
史
に
繋
が
っ
て
き
た
り
と
。

　
国
や
組
織
か
ら
命
令
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
自
ら
の
意
志
で
自
ら
の
道

を
切
り
開
い
て
き
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
。

そ
の
心
意
気
と
精
神
を
利
尻
高
校
の

生
徒
に
も
受
け
継
い
で
ほ
し
い
と
願

い
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
奨
学
基
金
支
援

の
会
を
設
立
し
、
毎
年
２
名
を
２
週

間
留
学
生
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。

オ
レ
ゴ
ン
州
に
は『
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
友

の
会
』と
い
う
組
織
が
あ
り
、友
の
会

も
町
民
も
、
お
隣
の
利
尻
富
士
町
も

支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
留
学
の

動
機
は
ど
う
で
あ
っ
て
も
、
異
国
の

地
で
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

気
づ
く
時
、
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
彼

ら
の
未
来
は
、
そ
こ
か
ら
大
き
く
羽

ば
た
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
」

ラナルド・マクドナルド

マクドナルド奨学基金支援の会が支援する
利尻高等学校のアメリカ短期留学～5年間の記録。
西谷さんは同会の事務局次長を務め、
2013年から毎年利尻高校の生徒2名（英検準2級以上）と教員1名を留学に送り出している。

●西谷さんの「個立利尻Ｄしま博物館」http://riishiri.jugem.jp/?cid=13 「島曜日2019」http://shimayoubih31.jugem.jp/

マ
タ
ワ
ッ
カ

1918年に舞われたのを
最後に木箱の中で長い眠
りについていた麒麟獅子。
来年6月20日には、能の
舞台も観られる予定。

※本誌の「いいもの
見つけた」（終面）で
は、西谷榮治さんの
著書『利尻島』の豆
本が、プレゼントにつ
いてきます。〈5名様〉

写真 利尻富士町教育委員会
ラナウド・マクドナルドの肖像

写真 http://rishirikirin.jugem.jp/



●稚内警察署 仙法志駐在所
　利尻町仙法志字本町90番地
　　01638-5-1110

北海道旭川方面 稚内警察署

仙法志駐在所 巡査部長 工藤 開陽さん（27）

■出身地：小樽市
■赴任地：函館中央警察署、道警本部警備部機動隊
■家族構成：妻、長女（２歳）
■好きなこと：家族と過ごすこと、登山、釣り
■好きな場所：仙法志御崎公園
　　　　　　　（子どもとアザラシのエサやりを楽しんでいます）
■好きな食べ物：マルヰ食堂（仙法志唯一の食堂）の鍋焼きうどん

地
域
住
民
の
心
の
温
か
さ
に
感
動

　
ち
ょ
う
ど
仙
法
志
駐
在
所
か
ら
前

任
の
山
岳
救
助
隊
（
正
式
に
は
山
岳

遭
難
救
助
隊
）
の
先
輩
と
入
れ
替
わ

る
よ
う
に
、
昨
年
4
月
に
赴
任
し
て

来
ま
し
た
。
駐
在
所
勤
務
は
希
望
で

す
。
妻
が
稚
内
市
出
身
の
た
め
、
利

尻
島
は
近
く
て
い
い
で
す
し
、
こ
こ

に
は
利
尻
山
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
私

も
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
。

　
仙
法
志
は
そ
の
土
地
柄
か
ら
漁
師

さ
ん
が
圧
倒
的
に
多
く
て
、
現
役
で

漁
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
も
私
の

父
親
以
上
の
年
齢
の
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
顔
を
合
わ
せ
れ
ば
何
か
に

つ
け「
所
長
さ
ん
、
所
長
さ
ん
」と
言

っ
て
私
の
こ
と
を
立
て
て
く
れ
ま
す
。

孫
ほ
ど
の
年
齢
の
私
な
の
に
、
偉
ぶ

っ
た
り
威
張
っ
た
り
す
る
人
が
い
な

い
の
で
す
。
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

人
間
性
に
出
逢
え
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
来
て
よ
か
っ
た
と
心

か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
何

も
頼
ん
で
い
な
い
の
に
引
越
し
の
手

伝
い
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
警
察
官

と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
す
が
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て

仕
事
が
で
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
少
し
で
も
島
の
た
め
、

仙
法
志
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

安
心
安
全
な
地
域
で
あ
る
た
め
に

　
仙
法
志
を
は
じ
め
基
本
的
に
利
尻

島
は
平
和
で
安
心
安
全
な
地
域
で
す
。

７
月
２５
日
に
は
〝
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

４
０
０
０
日
〞
を
達
成
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
ん
で
来
た
啓
発
活
動

の
大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
過
信
す
る
こ

と
な
く
次
の
目
標
、
４
５
０
０
日
、

５
０
０
０
日
に
向
け
努
力
を
続
け
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
事
件
も
少
な
い
と
は
い

え
、
未
だ
に
島
に
は
架
空

請
求
詐
欺
の
ハ
ガ
キ
や
封

書
が
届
い
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
免
疫
が
付
い
て
い

て
振
り
込
め
詐
欺
に
引
っ

か
か
る
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
も
巡
回

連
絡
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
に
よ
り
先
日
再
開
）
の
際

に
は
注
意
喚
起
を
、
ま
た
毎
月
、
署

で
発
行
し
て
い
る
広
報
に
も
載
せ
て
、

最
近
流
行
し
て
い
る〝
電
子
マ
ネ
ー
〞

が
ら
み
の
詐
欺
な
ど
に
つ
い
て
も
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

楽
し
い
利
尻
山
登
山
の
た
め
に

　
こ
れ
ま
で
山
岳
救
助
隊
と
し
て
夏

山
・
冬
山
の
厳
し
い
訓
練
に
耐
え
、

登
山
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
応
急
手

当
な
ど
の
一
次
救
命
措
置
、
搬
送
・

雪
上
救
助
技
術
も
身
に
つ
け
て
き
ま

し
た
。
過
去
に
は
冬
の
大
雪
山
系
旭

岳
（
道
内
最
高
峰
）
で
、
死
と
隣
り

合
わ
せ
の
極
め
て
危
険
な
救
助
活
動

も
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
利
尻
山

で
も
死
者
が
出
て
い
ま
す
。
利
尻
島

に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
未
経

験
者
や
初
心
者
が
軽
い
気
持
ち
で
登

山
し
た
ば
か
り
に
起
き
て
し
ま
う
事

故
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

私
自
身
が
利
尻
山
で
経
験
し
た
こ
と

で
す
が
、
い
く
ら
夏
で
涼
し
い
と
言

っ
て
も
気
温
が
２５
℃
を
超
え
る
と
熱

中
症
に
よ
る
脱
水
症
状
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。
登
山
が
楽
し
い
思
い
出
と

な
る
よ
う
、
ど
う
か
事
前
の
十
分
な

準
備
と
ゆ
と
り
あ
る
計
画
、
体
力
や

技
量
に
あ
っ
た
登
山
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
も
出
動

　
最
大
震
度
で
あ
る
震
度
７
を
記
録

し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
（
２
０

１
８
年
９
月
６
日
）
で
は
、
家
屋
ご

と
土
砂
崩
れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
、

数
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
が
、

当
日
、
午
前
５
時
に
は
私
も
出
動
し

厚
真
で
救
助
活
動
に
当
た
り
ま
し
た
。

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
肌
身
で
感

じ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
は
、
い
つ

何
時
、
ど
こ
で
災
害
が
起
き
る
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
利
尻
島
で

は
地
震
や
津
波
の
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
安
全
に
対

し
て
胡
座
を
か
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、

防
災
意
識
も
今
後
は
高
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲一人娘の一華（いちか）ちゃん
▼休日は家族で島めぐりを（姫沼）

マルヰ食堂
https://www.rishiri-plus.jp/shima-shop/385/

せんほうし はるひ

稚内市出身の純佳さんと長女の一華ちゃん、
とても笑顔が素敵でした！

あ
ぐ
ら



利尻富士町鴛泊字本町６番地18      0163-82-1126
開設年月日/1950.5.1　支店長/米津  隆範

　こんにちは！
　利尻富士支店は男性４名、女性３名、
計７名で営業しています。
　今年は新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため中止となりましたが、例
年、利尻富士町の夏の一大イベントで
ある「北海島まつり」、利尻島一周悠
遊覧人Ｇなどの各種イベントに参加し、
地域の皆さまと幅広く交流を深めてい
ます。

　店舗正面のディスプレイは
季節感を大切にし、お客さま
には好評をいただいておりま
す。
　地域の皆さまに支えられ２０２０年
５月に、利尻富士支店は開設７０周年
を迎えることができました。
　今後もお客さまとの関わりを大切に
し、明るく元気な店作りを目指して頑
張ります。　

〜利尻富士支店〜 おかげさまで2020年５月、利尻富士支店は開設70周年を迎えました。

「地元企業応援プロジェクト」
「在庫処分ＳＯＳ！」実施中！

Local Company Support Project

75th Anniversary

　当金庫では、新型コロナウイルス感染症による影響を受
けているお取引先さまの売上げ減少の影響を少しでも緩和
するため、「在庫処分ＳＯＳ！」と称しまして、過剰在庫
をお持ちのお取引さまの商品を役職員が購入する取組みを
行っております。
　また、職員組合では「地元企業応援プロジェクト」を立
ち上げ、テイクアウト・デリバリー、お取り寄せ注文が可
能なお取引先の情報や、近隣の観光情報を集めたファイル
を作成し、職員がいつでも閲覧可能な環境を整備いたしま
した。
　現在は月に数回、各店にて昼食や職場会議等でテイク
アウト弁当を購入したり、地元の自慢の逸品を遠く離れ
た家族や友人知人へ贈ったり…という取組みを続けてお
ります。
　この取組みを始めたことで、地域
の魅力を再発見出来ました。また、
このような状況下だからこそ気付い
たことも数多くありました。
　地元地域の活性とお客さまなくし
て稚内信用金庫は存続できないとい
う思いから、今後も出来ることから
少しずつ活動を広げてまいります。

「秀逸な道」の清掃活動に参加

地元企業応援プロジェクト
情報ファイル

　2020年7月5日(日)、国道238号線「秀逸な道」（宗谷ヒ
ストリーロード）の清掃活動に参加いたしました。同時開
催となった稚内市による「クリーンアップわっかない2020
声問海岸クリーン作戦」に参加する団体のみなさまと共に
開会式を行い、式後は道路清掃班と海岸清掃班に分かれて
それぞれ清掃活動を行いました。
　当金庫では、今後も〝きれいな街づくり〟、〝魅力ある
観光空間づくり〟を目指して、地域の清掃活動に参加して
まいります。

●主な取引先の後継者（敬称略）
ヤマシメ桑田海運 株式会社〈天塩町〉
代表取締役社長  桑田　幸治（2020/4/1）
※前代表取締役社長 桑田　憲治 氏は代表取締役会長に就任
株式会社 ホクタン〈稚内市〉
代表取締役社長  中居　利文（2020/5/27）
※前代表取締役社長 中居　詳往 氏は代表取締役会長に就任
株式会社 前田〈稚内市〉
代表取締役  前田　義裕（2020/7/1）
※前代表取締役 前田　拓幸 氏は会長に就任

稚内信用金庫は中小企業の円滑な
事業承継をサポートします！！

※2020年4月～2020年7月（カッコ内は就任日）

C.E.O was Changed

　新型コロナウイルス感染症による影響を受けておられるすべての皆さまにお見舞い申し上げます。また、毎年繰り返される
自然災害で犠牲となられた方々、被災された皆さまにお悔やみとお見舞いを申し上げます。
　当金庫は、2020年10月15日(木)に創立75周年を迎えます。これもひとえに、地域の皆さまからの長年に亘るご支援、ご愛顧
の賜であり、役職員一同、心より感謝申し上げます。　
　75周年を迎えるにあたり、より一層地域に根ざし少しでもお客さまの信頼にお応えできるよう役職員心一つに力を尽くして
参りますので、今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

Cleanup Activities



本誌の印刷には
環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

★

株式会社 思縁
代表取締役
手塚　康友さん

今回ご紹介した㈱思縁の「うま
みオイルドレッシング〈ガーリック
＆ハーブ〉」と「利尻昆布酢うまみ
ビネガー」を、抽選で5名様に
プレゼントいたします。
ご希望の方は、おハガキに「ド
レッシング・ビネガー」と書き、
①住所  ②氏名  ③年齢  ④職
業  ⑤電話番号  ⑥ジャスト・
ナウに対するご意見、ご感想
等をご記入のうえ下記まで郵
送ください。
●送先／〒097－0022
　稚内市中央3丁目9番6号
　稚内信用金庫
　ジャスト・ナウ編集部行
●締切／2020年11月20日（金）
 （当日消印有効）
●当選者の発表／商品の発送
をもって換えさせていただ
きます。※12月中旬頃発送予定

プレゼント商品
「うまみオイルドレッシング」
「利尻昆布酢うまみビネガー」

●商品のお問い合せ先

株式会社 思縁
利尻郡利尻町沓形字本町74-3
　0163-84-3855　 0163-84-3856
http://www.hokkaido-shien.jp/

「うまみオイルドレッシング」
「利尻昆布酢うまみビネガー」利尻昆布のうまみを活かした㈱思縁の

RISHIRI de

　
㈱
思
縁
の
本
社

が
あ
る
利
尻
島
の

沿
岸
か
ら
沖
合
に

か
け
て
の
海
域
は
、

日
本
海
か
ら
北
上

す
る
暖
流
の
対
馬

海
流
と
、
間
宮
海
峡
付
近
か
ら
日
本
海
を
南
下

す
る
寒
流
の
リ
マ
ン
海
流
が
ぶ
つ
か
る
道
内
で

も
指
折
り
の
漁
場
で
、
豊
か
な
水
産
資
源
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
す
。
思
縁
で
は
、
こ
の
地
域
特

性
を
生
か
し
、
市
場
に
は
な
か
な
か
出
回
る
こ

と
の
少
な
い
〝
島
も
の
〞
と
呼
ば
れ
る
商
品
を

中
心
に
産
地
直
送
で
全
国
へ
届
け
て
い
ま
す
。

　
利
尻
昆
布
を
活
か
し
た
銘
菓
も
あ
り
「
平
成

３０
年
夏
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
利
尻
島
を
行
幸

啓
さ
れ
た
際
は
、
御
休
憩
時
、
当
社
の
〝
利
尻

昆
布
ま
ん
じ
ゅ
う
〞
を
お
茶
菓
子
と
し
て
お
召

し
上
が
り
賜
り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
利
尻
山
の
沿
岸
域
は
〝
海
の
森
〞
と
も
呼
べ

る
大
き
な
藻
場
が
広
が
り
、
全
国
的
に
名
高
い

利
尻
昆
布
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
香
り
豊
か
で

上
品
な
澄
ん
だ
出
汁
が
と
れ
る
た
め
、
京
料
理

な
ど
の
懐
石
料
理
に
も
欠
か
せ
な
い
昆
布
で
す

が
、
そ
の
利
尻
昆
布
が
本
来
持
っ
て
い
る
う
ま

み
を
活
か
し
た
思
縁
の
〝
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
〞
と

〝
ビ
ネ
ガ
ー
〞
を
今
回
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
利
尻
昆
布
の
う
ま
み
を
追
求
し
て

　
「
最
近
の
当
社
の
オ
ス
ス
メ
商
品
は
〝
う
ま

み
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
〞
と
〝
利
尻
昆
布
酢

う
ま
み
ビ
ネ
ガ
ー
〞
で
す
。

　
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
オ
イ
ル
に

ひ
ま
わ
り
油
、
か
つ
お
節
、
そ
し
て
利
尻
昆
布

エ
キ
ス
を
融
合
さ
せ
、
ど
ん
な
サ
ラ
ダ
に
か
け

て
も
良
し
の
万
能
タ
イ
プ
で
す
。
う
ま
み
ビ
ネ

ガ
ー
は
、
利
尻
昆
布
を
丸
ご
と
練
り
込
み
、
さ

ら
に
凝
縮
さ
せ
た
う
ま
み
の
強
い
調
味
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ン
酢
や
つ
け
ダ
レ
代
わ
り

と
し
て
何
に
か
け
て
も
、
つ
け
て
も
、
混
ぜ
て

も
美
味
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。」

　
６
次
産
業
化
事
業
を
積
極
的
に
推
進

　
「
利
尻
島
産
の
天
然
利
尻
昆
布
や
季
節
限
定

の
生
う
に
、
蝦
夷
あ
わ
び
な
ど
、
地
元
屈
指
の

漁
師
さ
ん
と
提
携
し
、
食
品
加
工
か
ら
流
通
販

売
ま
で
手
掛
け
る
6
次
化
に
大
き
な
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
利
尻
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と

し
て
の
取
り
扱
い
、
各
種
E
C
サ
イ
ト
で
も
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。」

・
楽
天
市
場

　

https://w
w
w
.rakuten.ne.jp/gold/nm

c-1/

・BASE

　

https://shien.thebase.in/

・O
W

L
　

https://ow
l-food.com

/sellers/242

利尻昆布のうまみが、
香り高くマイルドに、
素材の味を引き立てる名　　称：分離液状ドレッシング

原材料名：食用ひまわり油（国内製造）、りんご酢、糖類
（異性化液糖、砂糖）、昆布エキス、たんぱく
加水分解物、ガーリックオイル、かつお節エ
キス、食塩、酵母エキス、おろしにんにく、ガ
ーリックパウダー／香辛料抽出物、香料、酸
味料（一部に小麦・ごま・大豆・りんごを含む）

内 容 量：200ml
保存方法：直射日光を避け常温で保存

名　　称：調味酢
原材料名：りんご酢、蛋白加水分解物、砂糖、異性化液

糖、利尻昆布（北海道産）、かつお節エキス、食
塩、酵母エキス、（一部に大豆・りんごを含む）

内 容 量：300ml
保存方法：直射日光を避け常温で保存

読者のお便りコーナー

★いろいろな業界で活躍して
いる方の情報を知ることが
でき、自分も頑張ろうという
気になります。

　 （稚内市・５９歳女性）
★ステイホームの中で、３密を
避けて日帰りで動ける道北
地域の話題が沢山で、より身
近に感じました。
　 （雄武町・５４歳女性）
★初めて拝読しましたが非常
に面白かったです。それぞれ
の人生観が良かったです。
（旭川市・５８歳男性）
★道北は生まれ育ち30年間暮
らしたところなので、いつも
楽しく読ませて頂いていま
す。地方の人達の頑張りの様
子、こちらも励まされます。
　 （札幌市・６２歳女性）

「我が家の食卓に欠かせない一本です。
利尻昆布のうまさと食欲をそそるニン
ニク、ハーブの香りが見事に調和し、サ
ラダをはじめ、何にでもよく合います。」

「うまみオイルドレッシング」

「利尻昆布酢うまみビネガー」

〈ガーリック＆ハーブ〉

利尻島郷土史研究家の西谷 榮治さんの
豆本「利尻島」付き

稚内しんきん利尻支店
大村支店長 御墨付き!

うまみオイルドレッシング
〈ガーリック＆ハーブ〉

〈ガーリック＆ハーブ〉㈱思縁の

〈ガーリック＆ハーブ〉

★
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